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大阪市教 教研集会

　連続講座「先輩のワザ伝授」（９月７日）は
青年部

・支部の呼びかけで他支部からも多くの参加が
ありま

した。東南支部にいた講師のＡさん、現在は北
大阪支

部の学校に勤務、土曜授業の後、駆けつけてく
れまし

た。交流会にも参加し、信頼のおける先輩にす
すめら

れ、組合加入。学習会は参加者も増え、盛り上
がって

います。分会からの声かけや相談での加入の知
らせが

相次いでいます。また夏休みの分会訪問がきっ
かけで

大教済加入もありました。組合加入の入り口は
さまざ

まです。忙しい毎日ですが、ちょっとした声か
けや署

名、ビラを手渡すことで仲間を増やしましょ
う。「あ

なたの職場で組合員をまず一人、増やしましょ
う！」

学習会に参加して
声かけ、ビラを手渡して

教
育
の
集
い
大
阪

歓
迎
行
事
の
合
唱

＝
９
月
22
日
　
　

� アベ政治さよなら
� 総がかり憲法集会
〇11月３日（日）13：30
〇扇町公園

　

絵
本
作
家
の
長
谷
川

義
史
さ
ん
、
大
阪
市
を

知
り
・
考
え
る
会
の
中

野
雅
司
さ
ん
等
も
呼
び

か
け
人
と
な
り
、
20
以

上
の
団
体
が
実
行
委
員

会
を
つ
く
り
集
会
が
開

か
れ
ま
す
。

　

田
結
庄
良
昭
神
戸
大

学
名
誉
教
授
が
ミ
ニ
講

演
「
夢
洲
の
観
光
開
発

は
危
険
で
ム
ダ
」。
リ

レ
ー
ト
ー
ク
は
○
夢
洲

に
集
客
は
危
険
、
○
お

隣
の
韓
国
に
見
る
カ
ジ

ノ
の
悲
惨
、
○
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
は
自
己
責

任
じ
ゃ
な
い
、
○
夢
洲

は
渡
り
鳥
た
ち
の
楽
園

で
す
、
○
大
阪
の
物
流

の
拠
点
を
止
め
る
な
、

○
医
療
の
現
場
か
ら
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
怖

さ
。

　

「
夢
洲
の
こ
こ
が
心

配　

ち
ゃ
ん
と
調
べ
て

万
博
を
」
と
し
て
、
○

本
格
工
事
が
始
ま
る
と

有
害
な
廃
棄
物
が
掘
り

起
こ
さ
れ
る
？
○
地
震

・
台
風
襲
来
で
孤
立
。

逃
げ
る
道
は
２
つ
。
関

空
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
、

○
ヤ
ク
ザ
や
海
外
マ
フ

ィ
ア
が
暗
躍
？
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
子
ど
も
と
教
職
員

に
ゆ
と
り
と
笑
顔
を
！

や
っ
ぱ
り
『
せ
ん
せ
い

ふ
や
そ
う
』
９
・
16
中

央
集
会
」
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

政
府
は
臨
時
国
会
に

「
１
年
単
位
の
変
形
労

働
時
間
制
」
を
公
立
学

校
に
適
用
で
き
る
法
案

を
出
す
予
定
で
す
。
こ

れ
は
「『
繁
忙
期
』
の

学
期
中
の
労
働
時
間
を

増
や
し
（
９
～
10
時

間
）、『
閑
散
期
』
に
短

時
間
勤
務
を
す
る
」
こ

と
に
よ
り
、
残
業
時
間

を
短
く
見
せ
か
け
る
法

案
で
、
長
時
間
過
密
勤

務
の
解
消
に
は
ほ
ど
遠

い
も
の
で
す
。

　

福
井
高
教
組
の
吉
田

智
明
委
員
長
は
、
ネ
ッ

ト
を
含
む
署
名
活
動
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
教

職
員
の
過
労
死
に
つ
い

て
話
し
、
さ
ら
な
る
運

動
の
拡
大
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
そ
の
後
は
基

調
報
告
、
リ
レ
ー
報
告

と
し
て
、
司
法
、
医

療
、
教
育
の
分
野
か
ら

変
形
労
働
時
間
制
の
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。「
１
年
の
変
形
労

働
時
間
制
で
は
教
職
員

の
命
と
健
康
が
守
れ
な

い
」
と
報
告
し
た
医
師

の
佐
々
木
司
さ
ん
。

「
睡
眠
時
間
が
短
く
な

る
と
ス
ト
レ
ス
を
解
消

す
る
レ
ム
睡
眠
が
短
く

な
り
、
疲
労
が
過
労
、

疲
弊
、
疾
病
と
進
む
。

睡
眠
時
間
を
取
る
こ
と

は
と
て
も
大
事
な
こ

と
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
す
で
に
変
形

労
働
時
間
制
を
運
用
し

て
い
る
と
い
う
大
学
付

属
学
校
の
実
態
は
、

「
も
と
も
と
８
時
間
以

上
の
勤
務
日
が
あ
る
上

に
残
業
も
認
め
ら
れ
る

の
で
夜
半
ま
で
残
る
職

員
も
い
る
。
管
理
職
が

『
安
心
し
て
残
業
し
て

く
だ
さ
い
』
と
発
言
し

て
驚
く
」「
変
形
労
働

制
で
は
、
過
重
労
働
の

問
題
は
解
決
で
き
ま
せ

ん
。
業
務
見
直
し
が
必

要
」
な
ど
、
問
題
が
報

　

府
立
高
校
で
は
「
定

員
割
れ
」
を
理
由
に
、

す
で
に
池
田
北
・
咲
洲

・
西
淀
川
・
大
正
・
柏

原
東
・
長
野
北
高
校
の

募
集
停
止
＝
廃
校
、
能

勢
高
校
の
分
校
へ
の
格

下
げ
、
勝
山
高
校
の
募

集
停
止
・
多
部
制
単
位

制
新
校
へ
の
改
編
が
強

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

阪
市
立
で
も
南
・
西
高

校
の
募
集
停
止
＝
廃
校

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
策
定
さ
れ
た
計

画
で
は
、
今
後
５
年
間

で
府
立
・
市
立
あ
わ
せ

て
、
さ
ら
に
８
校
の
募

集
停
止
が
狙
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

「
わ
ず
か
な
『
定
員

割
れ
』
で
地
域
の
学
校

を
廃
校
に
し
な
い
で
」

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の

「
学
ぶ
権
利
」
を
保
障

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

て
い
る
公
立
高
校
の

「
定
員
」
に
は
「
ゆ
と

り
」
が
あ
っ
て
当
た
り

前
で
す
。「
３
年
連
続

定
員
割
れ
」
で
廃
校
の

府
条
例
の
抜
本
的
見
直

し
を
求
め
る
請
願
書
の

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

松
井
市
長
（
日
本
維

新
の
会
代
表
）
が
暴
言

を
続
け
、
安
倍
政
権
の

補
完
勢
力
、
突
撃
隊
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
に
市
民
の
批
判
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
２
０
１
９
」
企

画
展
「
表
現
の
不
自
由

展
」
中
止
問
題
で
、
松

井
市
長
は
「『
慰
安

婦
』
問
題
と
い
う
の
は

完
全
な
デ
マ
」
と
発
言

し
ま
し
た
。
大
阪
市
を

よ
く
す
る
会
は
、
歴
史

を
偽
り
、「
慰

安
婦
像
は
行
政

が
主
催
す
る
展

示
会
で
展
示
す

る
べ
き
も
の
で

は
な
い
」
と
の

憲
法
違
反
の

「
検
閲
」
正
当

化
に
抗
議
し
、

謝
罪
を
求
め
る

声
明
を
出
し
ま

し
た
。

　

先
の
参
院
選

で
当
選
し
た
重

度
障
害
を
持
つ

２
人
の
議
員
へ

の
介
助
費
用
に
つ
い
て

の
発
言
に
つ
い
て
、
障

害
児
（
者
）
を
守
る
全

大
阪
連
絡
協
議
会
（
障

連
協
）
は
、
障
害
を
自

己
責
任
に
押
し
込
め
、

人
間
の
価
値
を
生
産
性

に
よ
っ
て
は
か
る
「
優

生
思
想
」
そ
の
も
の
と

強
く
抗
議
し
ま
し
た
。

　

福
島
第
一
原
発
で
た

ま
り
続
け
る
放
射
性
物

質
を
含
む
汚
染
処
理
水

海
洋
放
出
の
大
阪
湾
で

の
受
け
入
れ
に
応
じ
る

考
え
を
示
し
ま
し
た
。

府
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
は
９
月
18
日
、「
大

阪
の
漁
業
者
を
代
表
し

て
、
断
固
反
対
す
る
」

と
し
、
大
阪
市
・
府
に

抗
議
文
を
提
出
し
ま
し

た
。

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
署
名
は
２

万
８
５
８
８
筆
。
最
後

に
「
や
っ
ぱ
り
せ
ん
せ

い
ふ
や
そ
う
」
の
ア
ピ

ー
ル
採
択
と
、
署
名
の

拡
大
、
各
自
治
体
に
持

ち
込
ま
せ
な
い
な
ど
の

行
動
提
起
を
し
、
集
会

後
は
２
０
０
人
の
参
加

者
で
パ
レ
ー
ド
を
し
ま

し
た
。
全
教
は
変
形
労

働
制
導
入
反
対
署
名
の

取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。�

（
覚
道
）

改憲
ＮＯ！

一筆署名・ネット署名から
○�欧米諸国に比べると日本は１学級の児童・生徒数の
定数基準が多く、また仕事量も年々多くなり、実勤
務時間が必然的に増加し…しかし一方では働き方改
革という大義のもとに時短せよ！残業時間を減らせ
（調査して報告せよ）…等々現場ではその矛盾に戸
惑っています。教職員数増、あるいは１学級の児童
生徒定数減ずるなど対策を早急にお願いします。

○�現状のような教職員の長時間労働では教師を目指す
若者の減少につながり、悪循環に陥ることを心配し
ます。

○�教員採用試験に合格し、この春から夢を膨らませて
教員になりました。１カ月働きましたが、はっきり
言って異常です。「残業せざるを得ない仕事量を任
されている」残業しても「ボランティア扱い、残業
代は出ない」。根本的な問題はここにあります。雑
務等の仕事量が多いせいで授業や学級をより良くし
ようとする試み、子ども一人一人を考える時間が全
くとれません。本当に悲しいです。…子どもは本当
に可愛く、やりがいのある素敵な仕事です。続けた
いと思っています。しかし、このままでは質の良い
教育を提供することはおろか、教員が死にます。助
けてください。

○�今夜も朝まで貫徹確定、明日からの睡眠かなり厳し
い。過労死が身近にあると感じています。先生増や
して！

○�中教審のいう変形労働制は更に教員を窮地に追いや
るだけでしよう。

松井市長・日本維新の会代表の発言
○�「あの像は強制連行され、拉致監禁されて性奴隷
として扱われた慰安婦を象徴するもので、それは
全くのデマだと思っている」

○�（重度障害をもつ国会議員への介助費用について）
「参議院議員の皆さんは個人事業主」「負担するお
金は参議院議員のポケットマネー」

○�（原発汚染水巡り）「政府が科学的根拠を示して海
洋放出する決断をすべきだ」（大阪湾に）「持って
きて流すなら、（協力の余地は）ある」

＜分科会＞
○道徳ノートにしばられない
○「自分時間を大切に」働き方
○学び合う体育学習
○こどもが楽しい障がい児教育
○ネイチャークラフトづくり
○パワハラのない職場をつくろう
○子どもと楽しむ手づくり工作

◆10月12日（土）13:30
◆アネックスパル法円坂

記念
講演
学力テスト体制下で
教育評価の役割を問う

●谷口和美（和歌山大准教授）

先生増やして教育守れ

松
井
市
長
発
言
に
抗
議

高
校
つ
ぶ
し

�

反
対
署
名
を

慰
安
婦
、障
害
者
、原
発
汚
水

13：30～15：30 エルシアター（天満橋）
講演・リレートーク・終了後パレード

変形労働時間制反対署名を


